




行い、協定を締結することについて各市町の合意を得ました。 

③ 本検討会議の下部組織として各市町の担当者で構成する部会を設置し、より効果的

な避難方法や避難先について協議を行いました。 

④ 現行の実施要領はバスでの集団避難を行い、集結場所に避難する手順となっていま

すが、避難市町の避難行動や受入市町の受け入れ態勢などを考慮し、自家用車での

避難や受入市町での一時滞在施設への避難について部会で出た意見をもとに検討を

行いました。 

⑤ 平成 29（2017）年度以降の取組内容について確認しました。 

 

（６）取組成果 

① 平成 28（2016）年 10月 26日（水）に桑員地域２市２町の首長出席のもと「浸水

時における広域避難に関する協定」を締結しました。 

② 広域避難実施要領≪風水害編≫について、避難市町から自家用車での避難を基本と

し、受入市町の一時滞在施設を定め、当該施設へ避難する内容に改定しました。 

③ 広域避難実施要領≪地震・津波編≫について、地震・津波時の避難行動を考慮し、

風水害編で定めた避難手順をもとに策定しました。 

 

 
 

    「浸水時における広域避難に関する協定」締結式（平成 28（2016）年 10月 26日） 

 

（７）今後の方針 

平成 28（2016）年度の取組・検討結果をふまえ、平成 29（2017）年度も引き続き、

避難開始のタイミングや駐車スペースの確保、要援護者の避難方策などを検討するとと

もに、管内２市２町と県で連携可能な業務や必要な情報の共有等について検討を行い、

課題解決に向けて取り組んでいきます。 

 

（８）取組に対する自己評価 

目標に対する取組成果がおおむね発揮されました。 
（判断理由等） 

前年度確認した広域避難時の受入態勢をふまえ、「浸水時における広域避難に関する協定」を

締結することができました。 

また、避難手段や避難先などについて協議を行い、広域避難実施要領≪風水害編≫を改定し、

同≪地震・津波編≫を策定できたことは、広域避難の実現に向けて一定の成果となりました。 

 

 











（３）現状および課題 

   近年、東海道を散策される方々が増加し、東海道の観光・地域資源としての一層の

活用が重要と考えています。そうした現状をふまえ、東海道の魅力を再発見し、積極

的な情報発信等を行い、地域の魅力アップを図ります。 
 
（４）開催実績 

   第１回 平成28年６月22日 東海道スタンプラリーの企画案について 

   第２回     ７月26日 東海道スタンプラリーの企画案について 

 

（５）検討状況 

   東海道を歩いて直に魅力を感じていただくため、前年度開催した四日市市中部～南

部にかけての東海道スタンプラリーに続き、四日市市北部～中部にかけての東海道スタ

ンプラリーの開催について検討を行いました。 
 
（６）取組成果 

   平成 28（2016）年 11月６日（日）に四日市市主催の東海道スタンプラリーが開催さ

れました。四日市市北部～中部にかけて３つのコースを設定し、東海道沿線の名所・旧

跡等のスタンプ押印ポイントを約 580名の方に巡っていただき、東海道沿線地域の魅力

を肌で感じていただきました。開催にあたっては、三重県地域づくり支援補助金を活用

しました。 

 

     
   東海道スタンプラリー ゴール（富田小学校）の様子 

 

（７）今後の方針 

    観光・地域資源としての東海道の魅力を発信し、地域の魅力アップにつながるよう、

引き続き取組を進めていきます。 

    

（８）取組に対する自己評価 

目標に対する取組成果がおおむね発揮されました。 
（判断理由等） 

    東海道スタンプラリーには多くの方々に参加いただきました。参加者の方々には、東海道沿線 
地域の魅力を肌で感じていただき、地域の魅力アップに一定の成果をあげることができました。 

 





（５）検討状況 

  ① 白子まちかど博物館、光太夫ネットワークの活動支援 

地域活性化・情報発信をめざす上記団体と連携して、以下の地域イベントへの協 

力を検討しました。 

・近鉄ウォーク（平成 28（2016）年 11月 12日） 

・コスズカⅤ（光太夫関係コスプレイベント）（平成 28（2016）年９月 25日） 

・白子街道ウォーク 2016（平成 28（2016）年 10月 29日） 

・ふれあいフェスタわかまつ 2016（平成 28（2016）年 10月 23日） 

・匠の里伊勢型紙フェスタ（平成 28年（2016）11月 12日、13日） 

・白子高校ミュージカルでの光太夫啓発活動（平成 29（2017）年１月 28日） 

② 亀山シティプロモーション事業 

サミットを契機に三重県が注目されていることから、亀山市の魅力をＰＲ波及効 

果の高い首都圏や関西圏等で発信し、来訪者の増加や定住を図る取組について検討 

しました。 

③ すずか応援寄付金ＰＲ事業 

すずか応援寄付金の広域的な周知と、さらなる地域資源の発信、地場産品のＰＲ 

および販売促進を図る取組について検討を行いました。 

 

（６）取組成果 

  ① 大黒屋光太夫関連の上記イベントに参加するとともに、紅茶の日（11月１日）の

鈴鹿市内幼稚園、小中学校給食への紅茶メニューの導入、各種イベント時に紅茶の

振る舞い、コスプレイベントの開催など、地域資源を活用した活動を続け、大黒屋

光太夫の啓発を図ることができました。 

② 白子まちかど博物館の活動について、近鉄ウォーク、公民館イベント、伊勢型紙フェ

スタなど、種々の地域イベントと連携し、地域の魅力の再発見と活性化に協力すると

ともに、まちかど博物館の魅力もＰＲすることができました。 

③ 亀山シティプロモーション事業では、三重県地域づくり支援補助金を活用し、三重

テラスや関西空港等にて、観光ＰＲやノベルティ（キャンドル等）配布を行う他、臨

海副都心で実施されたＢ－１グランプリスペシャルに出店し、亀山みそ焼きうどんを

販売するなど、多くの方々に亀山市の魅力を発信できました。 

④ すずか応援寄付金ＰＲ事業では、三重県地域づくり支援補助金を活用し、鈴鹿市の

プロモーションビデオを作成し、国内線機内のモニターを使用して多くの利用者の方

に鈴鹿市の魅力を発信できました。 

 

（７）今後の方針 

   引き続き、地域活動に取り組む団体を支援し、他の団体との連携を進め、一体となっ 

て地域活性化を進めていくことができるよう、協力していきます。 

 

（８）取組に対する自己評価 

目標に対する取組成果が十分発揮されました。 
（判断理由等） 

数値目標を達成することができました。 

・イベント等を活用した地域の情報発信 ５回（数値目標３回以上） 
      地域づくりに取り組む団体が連携し、匠の里型紙フェスタ等のイベントの開催や、これら

イベントを活用した地域の情報発信を行うことができました。 
      また、三重テラスでの観光ＰＲやプロモーションビデオの作成等により、鈴鹿・亀山地域







（３）現状および課題 

津市では、森林セラピーをはじめとする自然や歴史資産、映画ロケ地を活かしたま 
ちおこしイベントや二地域居住推進に取り組み、地域活性化に取り組んできました。そ

して、平成 28（2016）年３月にはＪＲ名松線が全線復旧しました。 
この機会をとらえ、市内外から誘客や交流人口の拡大を促進していくため、鉄道を活

かした観光をはじめ、地域資源や地域づくり団体の活動を活かした新たな活性化の取組

や情報発信の手法について検討していくことが必要です。 
 
（４）開催実績 

第１回 平成28年6月20日  美杉地域における地域づくりについて 

第２回 平成29年3月23日  同上 

 

（５）検討状況 

美杉地域の活性化に向けて、平成 28（2016）年度の取組と課題について情報共有を 
行い、美杉地域の地域づくり団体による県内外への効果的な美杉地域の魅力発信などに 
ついて検討しました。 

さらに、平成 27（2015）年度に津市の協力を得て開催した県の職員力向上活動の取 

組「50年後の美杉を夢見るワークショップ」において提言された地域づくりを進めて 
いくために、提言者に進捗状況や課題などのヒアリングを行いました。その結果、次 
へのステップアップが期待される地域に津市美杉町太郎生地区を選定し、地域づくり 
団体との連携による森林セラピー基地をはじめとする地域資源を活かした誘客交流イ 
ベントなど、新たな活性化策について検討、意見交換を行いました。 

 
（６）取組成果 

平成 27（2015）年度に、県も運営支援を行い、ボランティアガイド団体である津市 
観光ボランティアガイド・ネットワーク協議会が実施したウォーク事業の成果を生か 
し、ＪＲ名松線を利用しながら、美杉町など沿線の名所・旧跡、体験イベントを楽し 
む催しが津市により開催されました。 
ＪＲ名松線の駅と観光地を結ぶレンタサイクルの導入や観光シーズンには、鉄道ダ 

イヤに合わせて観光地や会場を結ぶ無料バスが運営されるなど、観光地としての利便 
性が向上しています。沿線では、津市や地域づくり団体等が行う集客イベントが切れ 
目なく行われるなど、ＪＲ名松線を核とした地域活性化に広がりが出ています。 
県外での情報発信を、より効果的に行うため、津市との連携により、「第 41回つデ 

イ（美杉ええとこ“ギュギュッ”と大集合！（平成 29（2017）年 2 月 24日（金）三重 
テラス））」において、イベントへの来場者の満足度の向上を図るとともに、美杉地域 
の魅力を発信し、ファンづくりにつなげていくため、来場者向けの抽選企画を行いま 
した。 
さらに、県の職員力向上活動の取組「50年後の美杉を夢見るワークショップ」のス 

テップアップが期待される地域として選定した津市美杉町太郎生地区において、渡り 
蝶アサギマダラを生かした地域活性化を進めていく上での課題（人手不足、経費、鑑 
賞だけでは収益につながりにくい）、地域資源（ジビエ料理、森林セラピーコース、ノ 
ルディックウォーキングによる健康増進、神社など歴史資源）の洗い出しを行いまし 
た。検討の結果、地域づくり団体３団体（太郎生道里夢、レッ津！ノルディック！、 
お休み処「ようこそ」）をつなぎ、地域資源を掛け合わせて、新たな観光イベントの開  
発につなげていくことを目的として、モニターイベント（ぶらっと、太郎生、ウォー 
キング～神秘の渡り蝶「アサギマダラ」が舞う、太郎生の秋と地元ジビエを堪能～） 



を開催しました（平成28（2016）年10月2日（日）。10名が参加）。 
モニターイベント終了後は、アンケート結果を取りまとめ、今後の課題や可能性を 

整理し、地域にフィードバックするとともに、活動に必要となる助成事業などの情報 
提供を行い、津市にも情報共有を行いました。 
また、今後の施策の参考とするため、女性の I ターン・U ターン者「移住女子」が中 

心になり地域活性化につながっている、島根県奥出雲町はじめ国内３地域の移住・交 
流事業の最新事例を調査し、津市に情報提供しました。 

 
 
 
 
 

 

 

 

 
                                     

 
 
 
ぶらっと、太郎生、ウォーキング  
 ～神秘の渡り蝶「アサギマダラ」が舞う、

太郎生の秋と地元ジビエを堪能～  
フジバカマ畑・アサギマダラ鑑賞（太郎生道

里夢）× 森林セラピーコース＆ノルディッ

クウォーキング（レッ津！ノルディック！）

× ジビエ料理（お休み処「ようこそ」） 
 

 

（７）今後の方針 

平成 28（2016）年度の取組成果をふまえ、平成 29（2017）年度も、県と津市が連携

し、美杉地域の活性化に向けた取組について引き続き情報共有し、地域づくり団体への

支援や情報発信など、活性化に必要な支援や取組について検討していきます。 

 

（８）取組に対する自己評価 

 目標に対する取組成果がおおむね発揮されました。 
（判断理由等） 

地域活性化に向けた取り組みの課題等について、県と市、地域づくり団体等が意見交換し、地

域づくり活動について、新たな視点で広がりを持たせることができました。 

 

 

津② 地域の魅力発信に係る連携について 

（１）取組目標 

津市へのリピーター客の拡大やファンづくりへとつなげていくため、「道の駅津かわ 
げ」を生かした魅力発信の取組について、市と県が情報共有し、検討を進めていきま 
す。 

 









 
              「松阪地域災害医療対策協議会情報伝達訓練」 

                 平成 29（2017）年 1月 19日（木） 

 

  【救援物資・被災者支援部門】 

   管内各市町および伊勢志摩広域防災拠点の災害備蓄品の保有状況について、整理お

よび情報共有を行いました。 

   また、熊本地震における課題等について情報共有を行いました。 
 
（６）取組成果 

  【災害医療部門】 

   前年度、関係機関が合同でＥＭＩＳを使用した情報伝達訓練を実施しましたが、入

力者の熟度にばらつきがあったため、今年度も継続して入力訓練を実施し、操作の習

熟を図りました。また、松阪管内の透析医療機関７ケ所（５病院および２診療所）に

対する災害時透析に関するアンケート調査（調査項目：患者情報、ライフライン確保、

透析装置・薬品対策等）を実施し、情報共有することで、透析医療機関間および行政

との連携の必要性を認識することができました。 

 
  【救援物資・被災者支援部門】 

   管内各市町、伊勢志摩広域防災拠点の災害用備蓄品の整理および情報共有を図るこ

とができました。また、熊本地震における課題等について情報共有をし、市町の範囲

を越える連携の必要性について、認識をすることができました。 
 

（７）今後の方針 

   災害医療情報伝達訓練は、災害に備えるため、引き続き結果を検証しながら実施し

ます。また、透析医療機関等の連携強化のための情報共有、検討を行っていきます。 

   災害備蓄については、新規に備蓄を要する物品があるため、引き続き、その保有状

況等を情報共有および検討を行います。また、「共生ビジョン」における防災分野の連

携項目である相互応援体制や広域避難体制の整備に向けて、引き続き検討を行います。 

 

（８）取組に対する自己評価 

   目標に対する取組成果がおおむね発揮されました。 
   (判断理由等） 

    県と市町、関係機関それぞれの取組の情報共有や、関係機関との合同訓練を行うことで地域の









   そこで、地域の魅力を活かして、誘客を拡大していくため、各地域における地域資

源の魅力向上や市民の活動を活かした新たな地域資源の開拓、新たな魅力創出の取組

が求められています。 

 
（４）開催実績 
    第１回 平成 28 年８月８日 地域の魅力向上、誘客拡大に向けた具体的な取組の検討、情報共 

                  有 

     第２回 平成 29 年２月 17日 取組の検証、次年度の取組の検討 

 
（５）検討状況 

   第１回検討会議では、地域の魅力向上、誘客拡大に向けた具体的な取組として、名

張市においては赤目四十八滝とその周辺のエコツーリズム推進、伊賀市においては着

地型観光事業ぶらり体験博覧会「いがぶら」を取り上げ、取組を効果的に進めるため

の県と市の連携について検討しました。また、両市の観光状況や観光イベントについ

ての情報共有を行いました。 

   第２回検討会議では、各市の今年度の取組について情報共有および意見交換を行う

とともに、次年度の取組について検討しました。 

 

（６）取組成果 

名張市のエコツーリズム推進については、著名なアウトドアスタイル・クリエーター

の女性を１泊２日で招き、地元ＮＰＯが赤目四十八滝と長坂山トレッキングコース（平

成27（2015）年度設定モデルコース）等を案内しました。また、その紀行文を山岳雑誌

のＨＰへ掲載してもらうことにより、登山やトレッキングに関心の高い層を主要ターゲ

ットとして魅力発信を行いました（三重県地域づくり支援補助金活用）。 

伊賀市の「いがぶら」については、誘客のため、伊賀庁舎内各事務所および伊賀管内

の県関係機関への公式ガイドブックの配布や体験プログラムの魅力発信を連携して行

いました。これまで県内他市町では津市からの参加者数が突出して多かったことから、

津地域における発信力を高める方策の一つとして、今回、県津庁舎に公式ガイドブック

の配架を行いました（参加者総数2,029人）。また、事業終了後のステップアップ検証

会では、平成28（2016）年度の実施結果の検証やプログラムを実施したパートナーによ

る事例発表などを行い、平成29（2017）年度はガイドブックのさらなる魅力向上や広報

ツールの多様化等によるＰＲ強化などに取り組むこととなりました。 

検討会議において情報共有を行った市の観光イベントについては、伊賀庁舎にパンフ

レットを配架するほか、「伊賀上野ＮＩＮＪＡフェスタ」のボランティア募集等に関し

ては、伊賀庁舎内各事務所に対して周知を行いました。両市の観光事業について情報共

有を図り、取組を検討する機会を設けることにより、地域活性化に向けた県と市の連携

がより深まりました。 
   

（７）今後の方針 

平成 28（2016）年度の取組の成果をふまえて、平成 29（2017）年度も地域の魅力を

活かした誘客拡大につながる地域活性化の取組について、引き続き、県と両市で情報共

有を図るとともに、連携内容について検討を行っていきます。 

 

（８）取組に対する自己評価 

  目標に対する取組成果がおおむね発揮されました。 

 







内の市町も、玉城町を除く６市町で人口が減少している状況です。 
「人口減少」等の課題について、南勢志摩地域活性化局管内全体で、今後の施策を円

滑かつ適切に実施できるよう取り組んでいくことがより効果的であると考えます。 
    
（４）開催実績 

第１回 平成28年４月25日 「人口減少と地方創生」 

             

（５）検討状況 

   平成 27（2015）年度に策定した「まち・ひと・しごと創生総合戦略」にもとづき、 
各市町から取組事例について紹介しました。情報共有および意見交換を行うことで、地

域全体の活性化について検討しました。 
 
（６）取組成果 

市町が抱えている「人口減少」や「少子化」等の課題について、現在置かれている状 
況や、県の施策や取組等についての情報を得ることができました。 
平成 27（2015）年度、市町は地方版人口ビジョンや総合戦略を策定する必要があり、

本検討会議は他市町の取組状況等を情報共有することができ、策定を進めていく上での

一助となりました。平成 28（2016）年度は、前年度に策定した総合戦略にもとづいて

各市町が取り組んでいる事業や地方創生加速化交付金事業のポイントを紹介すること

で、情報を共有することができました。また、会議では意見交換を活発に行い、県と市

町間の連携だけでなく、市町同士の連携を深めることができました。各市町の特色ある

取組を紹介しあい、お互いの市町の今後の施策を考える上で、参考とすることができま

した。 
 

（７）今後の方針 

   市町は平成 27（2015）年度に策定した総合戦略を本格的に進めていくことにより、

戦略に沿った事業が展開できました。また、市町がお互いに情報を共有することによ

り、県と市町の連携を密にすることができました。検討会議として一定の成果を上げ

ることができたので、今年度をもって、本検討会議を終了します。 

 

（８）取組に対する自己評価 

   目標に対する取組成果がおおむね発揮されました。 
（判断理由等） 

     市町が抱える「人口減少と地方創生」の課題について、メンバーによる意見交換でお互いの情

報を交換するなど、市町間の連携の強化につなげることができました。また、各市町の特色ある

取組を紹介しあい、お互いの市町の今後の施策を考える上で参考とすることができ、当該年度の

目標をおおむね達成できました。 

 

 

【紀北地域活性化局】 

紀北① 地域資源を活用するための人材育成について 

（１）取組目標 

各市町の地域資源を持続可能な形で活用していくための人材育成について検討し、

地域の実情にあった施策の展開方法を提案し、地域活性化へつなげます。 

 

 









   また、尾鷲市が運行するふれあいバス須賀利線は尾鷲市須賀利町と紀北町島勝との

間を運行し、三重交通島勝線に接続しています。 
   このような中、須賀利地区の住民からは、尾鷲市中心部へ直通便を運行するよう要

望があり、三重交通島勝線の営業にも影響するため、尾鷲市と紀北町および三重県が

緊密な連携のもと、公共交通網について慎重な検討を進める必要が生じています。 
 
（４）開催実績 
   第１回 平成28年12月19日 今年度の取組について 

   第２回 平成29年３月16日 コミュニティバスの共同運行について 

 

（５）検討状況 

  ①第１回検討会議 
    各市町の路線バスおよびコミュニティバスの運行状況、公共交通に関する取組状

況、課題について情報共有を行いました。 
    また、ふれあいバス須賀利線の直通便の運行や、コミュニティバスの共同運行に

ついて、検討していくことを確認しました。 
  ②第２回検討会議 
    ふれあいバス須賀利線の直通便の運行、バス利用促進策、コミュニティバスの共

同運行について、検討・意見交換を行いました。 
 
（６）取組成果 

    ふれあいバス須賀利線について、住民が要望している尾鷲市中心部への直通便の運行

に向けて、三重交通島勝線も合わせた利用促進方策等の検討を行いました。検討会議で

は、高校生や運転免許自主返納者にバスを利用してもらうためのアイデアが出され、実

現に向け、公共交通事業者も含めたＷＧで検討していくことを確認しました。また、路

線バスに代替する交通手段として、将来的なコミュニティバスの共同運行に向けた課題

を抽出することができました。 

 

（７）今後の方針 

   今年度の取組成果をもとに、次年度はより具体化を図るため、当検討会議に代えて、

交通政策課が所管する公共交通事業者も含めたＷＧにおいて、地域住民の生活に必要な

移動手段を確保し持続可能で利便性の高い交通手段について検討を進めます。 

 

（８）取組に対する自己評価 

目標に対する取組成果がおおむね発揮されました。 
（判断理由等） 

    地域住民の生活に必要な移動手段を確保するため、将来を見据えた交通手段について、検討す 

ることができました。また、今後、公共交通事業者も含めたＷＧで具体化に向けて検討していく 

こととなり、ステップアップが図れました。 

 

 

【紀南地域活性化局】 

紀南① 防災に関する人材の育成及び活用について 

（１）取組目標 

県と市町が協働して防災に関する人材の育成および活用を行い、地域住民による地 

域自らの防災活動を促進させることにより、地域防災力を向上させます。 







（４）開催実績 
第１回   平成28年８月５日 平成28（2016）年度の検討会議の進め方について 

    第２回       12月28日 各市町の情報共有 

移住交流にかかるチラシの内容について 

第３回   平成29年２月８日 各市町の情報共有 

移住相談アドバイザーとの意見交換会  

移住交流にかかるチラシのレイアウトについて 

 

（５）検討状況 

 ①第１回検討会議 

今年度の検討会議のスケジュールを検討するとともに、各市町の移住交流にかかる取

組内容や進捗状況について情報共有を行いました。また、移住交流にかかるチラシの作

成にあたり、方針、スケジュールを検討しました。 
②第２回検討会議 
各市町の移住交流にかかる取組内容や進捗状況について情報共有を行いました。また、

移住交流にかかるチラシの内容について、検討を進めました。 
  ③第３回検討会議 

「ええとこやんか三重 移住相談センター」の移住相談アドバイザーとの意見交換会

を実施し、相談状況等について把握しました。その中で、移住交流にかかる各市町の情

報発信について情報共有を行い、効果的な情報発信方法はないか等について話し合いま

した。また、移住交流にかかるチラシのレイアウトについて検討を進めました。 
 

      
        

   （チラシの作成について意見交換）        （移住相談アドバイザーとの意見交換会） 
 
（６）取組成果 

   移住相談アドバイザーとの意見交換会では、首都圏における相談内容の現状につい

て理解が深まりました。また、各市町における、空き家バンク制度やお試し住宅、地

域おこし協力隊の取組状況等について情報共有を行うことで、課題認識の共有や連携

を深めることができました。 

   また、移住交流にかかるチラシの作成については、紀南地域３市町の地勢や交通ア

クセス情報とともに、「仕事」、「地域」、「教育・子育て」、「福祉」、「生活」に関するＱ

＆Ａを取りまとめ、相談者が紀南地域での暮らしを具体的にイメージしやすい内容と

とすることになりました。なお、学校やスーパー等暮らしに関する情報を記載したマッ

プ部分については現在作成中であることから、次年度に向け取組を継続していきます。 

 

 



（７）今後の方針 

引き続き、平成 29（2017）年度も移住交流の促進に取り組み、県と市町の担当者が

それぞれの取組内容や進捗状況について情報共有を行います。また、定住へ向けた取組

として、移住者同士のネットワークづくりを支援します。さらに、チラシの完成に向け

て、引き続き取り組んでいきます。 

 

（８）取組に対する自己評価 

  目標に対する取組成果がおおむね発揮されました。 
（判断理由等） 

    各市町の取組状況について情報共有を図りながらさまざまな検討を行う中で、各々の課題認識 
の共有や連携を深めることができました。また、現在作成を進めている、移住交流にかかるチラ 
シについては、くらしに関するＱ＆Ａを取りまとめ、当地域での日常生活を具体的にイメージし 
やすい内容のチラシ（案）を作成することができました。 

 


